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質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

１ 本市の ICT に関する教育

について 

 

【質問趣旨】 

 ４月からにじの丘学園が開

校し、あわせて瀬戸市全体で

の小中一貫教育のスタートと

なる。 

 新しい教育を進めるに当た

り、ICT に関する知識を正確に

児童生徒に教育していくこと

はこれからの時代は避けて通

れないものとなってきてい

る。そこで、本市における ICT

に関する教育について、現在

の状況と将来の方針を伺う。

また、これらの教育を通じて

どのような若者を育てていく

のか伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）現在の市内小中学校の

ICT 教育の進捗について 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ネットモラル教育につ

いて 

① 平成３０年度に公表された本市の「ICT を活用した次世代教育アクションプラン」

について様々な方針が明らかにされている。中でもハード面で令和２年度に「遠

隔教育システムの全校導入」となっているが、現在配備、設置はどのような状況

か伺う。 

 

② 「遠隔教育システム」は現在瀬戸市全域で取り組もうとしている小中一貫教育に

とって大きな役割を担うと考える。どのような活用を実践、または検討している

のか伺う。 

 

① 近年、インターネット上で様々な犯罪が横行している。児童生徒がインターネッ

トを介して犯罪に巻き込まれ、本人が知らないうちに加害者にも被害者にもなっ

てしまう事件も多く発生している。本市ではどのような対策を講じているのか。 

 

② 情報端末などは今後避けては通れないツールである。児童生徒がこのような機器

を使いこなしていくことは、将来において必要なことと考える。正しい知識と使

い方などを小中学校のうちに、しっかりと教育していくことが必要であり、これ

までの答弁では、教職員がネットモラルに関する研修などをして児童生徒に伝え

るとしているが、専門的な分野に関する問題であり正しい教育ができるのか伺う。 
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③ 近年、社会問題となっている「バイトテロ」と呼ばれる行為もネット社会におけ

るモラルの欠如が原因と考える。青少年がこのような行為を起こさないためにも

小・中学生のうちからネットモラルについてしっかりと教育していくことが大切

ではないか本市の考えを伺う。 

 

④ ネットを活用したゲーム機器は全世界の同じゲームをする人との通信も可能に

している。多くの友人とコミュニケーションを取ることができる利点はあるが、

ネット特有の匿名性により青少年が犯罪に巻き込まれる事例もある。ゲームメー

カーも対策はしているが、本市としても教育現場でのその危険性などを啓蒙して

いくべきではないのか。また、PTA などと協力して保護者に対しての注意喚起な

どが必要ではないか、本市の見解を伺う。 
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（３）国の施策を踏まえた本

市の施策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）今後の本市の ICT 教育

を通じた将来像について 

① 平成２９年に文部科学省より「教育の ICT 化に向けた環境整備５カ年計画」が発

表された。ここで示された水準に達するように整備を進めるべきだと考えるが、

本市としてどのように進めるつもりなのか伺う。また、進めるにあたりどのよう

な課題があるのか伺う。 

 

② 「教育の ICT 化に向けた環境整備５カ年計画」の内容については、４校に１人の

ICT 支援員の配置が盛り込まれている。学校における ICT 支援員の活用について

は、その重要性と必要性を３年前の一般質問にて指摘させていただいた。教職員

の負担を軽くするために必要な専門員と考えているが、国が示した計画に合わせ

て配置するつもりなのか伺う。 

 

③ 昨年１２月に「安心と成長の未来を拓く総合経済政策」が閣議決定された。その

中に「学校におけるネットワーク環境の整備、児童一人ひとりがそれぞれ端末を

持って活用する。（略）」などが盛り込まれた。これにより GIGA スクール構想が

発表され、推進本部が設置された。このことについて本市としてどのような対応

を考えているか伺う。 

 

① これまでの質問を通して本市として、これからの目まぐるしく進化していくネッ

ト社会において、ICT 教育を通してどのように子どもたちの未来を考え、どのよ

うな子どもたちの将来像を想定して教育を進めるのか伺う。 

 


